
法人名 公益財団法人　⼤阪府保健医療財団

R７
目標値

最終年度
目標値

【凡例】

・☆はR7年度からの新規項目

・×は目標値未達成

・↓は前年度実績比マイナスの目標値

・ 〔　〕 内の数値は、参考として記入した実績見込値

・ （　） 内の数値は、当該年度の経営目標として設定していないため、参考として記入した実績値

99

19

Ⅱ．設立目的と事業内容の適合性（事業効果、業績、ＣＳ）

戦略目標 成果測定指標
新
規

単
位

R６
ウエイト

R５
実績値

Ｒ６
目標値

R６
実績値

〔見込値〕

R７
目標値

R７
ウエイト

中期経営計画
（R4～R８）

R７目標設定の考え方
（数値の根拠）

 ※累積数値による目標設定の場合
は、その理由も記載

戦略目標達成のための活動事項

75.5 75.0 〔75.0〕

100

検診車の台数が限られている中、現
状では検診日を増加させることは困
難である。その中でも、R6年度見込値
を上回る10８回を目指す。

・市町村が検診計画を作成するときに、セット検診が住民サービ
スにつながることを積極的にＰＲする。
・午前中から子宮がん・乳がんのセット検診を実施するよう働きか
ける。

市町村の個別検診の受託件数 市町村 10 18 18

10 100 101 〔105〕 108 10

・市町村に対し、機会をとらえ個別検診受託の積極的な働きかけ
を行う。

〔19〕 20 10 19

現在契約している検診機関があり委
託先を変更追加してもらうことは非常
に困難であるが、中期経営計画の目
標値を上回る20団体の確保を目指
す。

75.0

総合健診の収益額 百万円 10 411

①
市町村等の要望に応え検診車の効果的な稼働
と精度の高い検診を実施する。

検診車によるセット検診（乳がん・子宮がん）の実施回
数

回

受診者から評価の高い検診実施により、事業の
安定化を図る。

②

大腸がん（職域）検診の精検受診率
（精検受診者数/要精検者数）

休日検診の受診者数 人 10 1,087 1,150 〔1,150〕

％ 10

118 124 ×〔121〕

441 10

・受診枠の拡大や受診受付人数を工夫するとともに、土曜検診の
充実などを図り、安全安心の確保とともに、収益の確保へ向けて
最大の努力を図り、経営の改善につなげる。
・収益確保のための取組みとして、総合健診受診者数の増、休
日検診の実施、オプション検査の拡大、午後検診者数の拡大、
車検診(セット検診)の効率的運営を図る。

0 0

1,191
R６年度見込値に毎回１名（年間実施
回数２４回）以上の上乗せを目指し、
1,175人の目標値を設定する。

・府内自治体に対して、女性のための土曜検診（子宮がん・乳が
ん検診、その他オプション検査）についてのお知らせ文書を発
出、住民周知を依頼する。
・当センターHP上でのPRや電話による個別の申込受付の際に
は、女性検診については土曜日への案内や誘導を積極的にする
よう取り組む。

1,175 10 1,150

357 361

○R６年度は目標値を大幅に上回る
見込みであり、R７年度も継続して大
規模団体検診（大阪市職員検診）を
落札できたことなどから、R６年度見
込値よりさらに上積みの目標値を設
定する。

・WEB予約受付の拡大による受診者の利便性向上や、人間ドック
健診等収益率の高い総合健診（特定保健指導受診勧奨等）の受
診者をオンライン市民公開セミナーの提供など効果的な広報で
増やし、収益増につなげる。

・クレジット支払いの拡大などの利便性向上で、がん単独検診や
オプション検診の件数を伸ばす努力をする。
・大阪市の住民検診をターゲットに効果的な宣伝を行い、胃・大
腸・乳・子宮及び肺がん検診受診者の確保を図り収益の安定に
つなげる。

Ⅲ．健全性・採算性（財務）、　コスト抑制と経営資源の有効活用・自立性の向上（効率性）

施設におけるがん検診の収益額 百万円 5

75.0

精密検診による早期発見は重要であ
り、受診率は、国が定める許容値の
70％を上回る目標値である75.0％を
目標としており、高水準での維持を目
標とする。

・当センター以外での受診状況を把握し、未受診者への受診勧
奨を継続して行い、受診率を向上させる。

75.0 10

②

○WEB予約受付やクレジット支払の
拡大など受診者の利便性の向上など
に取り組み、総合健診、施設がん検
診、車検診の収益増を図り、中期経
営計画のＲ７目標値クリアを目指す。

がん予防検診事業会計 当期正味財産増減額 百万円 10 〔△9〕 1 10△ 3 △ 35

128 5 130 131

○クレジット支払い導入の利便性向
上で、追加のがん単独検診やオプ
ション検診の件数を伸ばす努力をす
ることで、Ｒ６見込値を上回る数値を
目指す。

受診者から評価の高い検診実施により、事業の
安定化を図る。

395 〔432〕

様式２別紙３


